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前報にひきつづき節足動物以外の動物体の全部あるいは一部を基原とする中薪について報告

する｡ 記載方法などほすべて前報と同様である｡ 本報では54種類, 4市場で136品目を含む｡

大型動物の骨,角,皮膚などは,それだけでは科きえも鑑別できないので,ひとまず生薬名の

示す通りの基原をあげ,類縁あるいは従来使われた類似および贋偽生薬の基原も追加しておい

た ｡

紫栴花*(淡水産海綿)

重嬰量 :S246 枯野花

茎原 :Spongillasp.または Ephydatia(Spongillidae マミズカイメソ科)

考察 :本生薬は淡黄かっ色の糸屑状であるため,種の同定はできない｡

異名 :紫電花,淡水海綿,河桶,紫肖花

珊瑚*(さんご叛)

車型量 :S618 海底棺,KL605 珊瑚

基原 :Corallum spp･?(Coralliidalサンゴ科)

孝賓 :2市場品は異種である｡ S618は樫赤色ないし赤色の有節杖状で,径1-3mm,時に1

cm,1-2cmごとに節があり,分岐は節部でなされ,節部は環状に膨脹,節間はこまかい縦紋

がある｡ 断面は多孔質で軽く,細いものは脆く折れやすい ｡ KL605は全体に程赤色で,径1
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～3mm,節はないが,よく分岐している｡ 表面は平滑で,光沢があるものと,こまかい縦紋の

あるものがあるが,いずれも質は極めて硬くて重く,折れ難い｡

異名 :紅珊,火樹,珊瑚層,暇珊瑚,本珊瑚,桃色珊瑚,古渡珊瑚,鉢罷婆福尿,珊瑚枝
禾虫干 (ごかい類の虫体)

市場晶 :KL654 禾虫干

基昼 :TylorrhynchusheterochaetusQuatrefagesイ トメ (Nereidaeゴカイ科)

考琴 :2形態がある｡ すなわち最後節まで組のあるものと,前半部のみに鯉があり,後半部は

縦割半円柱型のものである｡ 前者は遊泳する時の型で ttバチ"と呼ばれ,後者が全虫である｡

遊泳のあと,泥中に残された後半部を "ホリバチ"という｡ 本草綱目に tt禾虫"として記載さ

れているが,基原は末同定である｡

虹矧*(みみず類の内臓を除去した虫体)

重琴重 :S485,Dj320 地kl干,K365 用地龍,KL606 地龍

峯昼 :Lumbricussp.(Lumbricidalルソブリクス科)

Pheretimasp.(-Perichaeta) (Megascolecidalフトミミズ料)

登蜜 :KL606の中に Pheretima属のものが数個体温入している｡ 4市場晶ともほとんど完

全な個体がないことおよび両属に属する種が多いので,種の同定は不可能である｡

薪材学ではこれら両属のほかに Perichaeta属 (Lumbricidae)もあげているので,種を問

わず利用されていると思われる｡ HK190地龍 (ホンコソ市場晶 中国産)は4苗場晶のどれ

にも一致しない大型のものである｡

異名 :土光,典壇,土崎,大地女,虹矧干,矧嬢,土地定,曲膳,土龍,怨壇,寒壇,寒臆,

寒矧,寒欣,瞳虞,附矧,堅蚕,堅窓,却行,鳴臥 鳴切,歌女,白頭,地龍子,地龍干,贋

地龍,乾地龍,千人踏,白頭虹矧,自姐矧,蛙横,胸肢

水蛭*(ひる炉の虫体)

董琴量 :S486 水蛭干,K366,KL607 水蛭

基昼:Hirudosp･または Whitmaniasp･(Hirudidae ヒル ド科) または Haemadipsasp.

(Haemadipsidaeヤマビル料)

孝黍 :完全個体欠損のため,同定は極めて困難である｡

荊材学では H･nipponicaWhitman一種だけをあげているが,近縁属の数種が利用されてい

ると思われる｡

異名 :馬蛙,馬蛭,馬蚊,馬晩 吸血虫,馬篭, 肉鎮子,塔干,水麻貼,馬糞,肉砧子,局

瞳,大日馬堪

牡蛎*(かきの殻)

環単量:A 熱加工してないもの- S494 生牡利,KL622生牡蛎- -

SOS



新田･吉田･小島:東南アジアにおける生薬の比較研究 (第Ⅶ報)

B 熱加工してあるもの一-K375 椴牡嘱一

基昼 :Ostreidaeイボタガキ科

整牢 ‥磨滅および砕片となっているため同定は不可能であるが,おそらくは肉を食用とした残

りの貝殻を利用していると考えられるので,可能性のあるものをあげておく｡

1) CrassostreagigasThumb.マガキ (絹材学では OstreagigasThunb.と記載されてい

る),美味で食用として養殖も行なわれ (低塩分でも可),大形 (約30cm),北海道以南｡

2) C.belcheriSowerby コケゴロモ,大形種 (20cm),西南太平洋に普通,養殖もされる｡

3) OstreadenselamellosaLischkeイボタガキ,肉は美味で,量も多い｡本州以南｡

4) SaxostreasubrigonacommercialislredaleetRoughley.オ-ス トラリアガキ,食用,

殻は大形,オ-ス トラリアに分布｡

異名 :牡嘱売,蛙売,左売,蟻,古責,左顧,河牡,牡力,牡蛤,牝鳳 茂利,珂仔,嫡蛤,

嫁山,蛙甫,牡嘱殻,河牡利,海牡蛎,河耗殻,煙蛸蛤,牡蛤,牡蛎蛤

石凍明*(あわび類の殻)

重単量:A 貝殻- -S495 生石決,KL623 石決明-

B 貝殻の粉末- K376,Dj324 石決明一

寒昼 :S495は6個体あり,それらは3属4種からなるoKL623は5個体あり,3属3種で,

両市場に共通するものは1種だけである｡

A SulculusversicolorReeve フクトコブシ,7孔,殻頂高 く,孔はもり上がっていない｡

和歌山県以南｡- S495-a(1コ),KL623-a(3コ)

B S.supertextaLishke トコブシ (薩摩産でナガラメという塾†), 9孔,殻高は高 く,殻

は厚い,殻表の模様が特徴的｡九州以南,- S495-b(2コ)

C NatohaliotisdiscusReeveクロアワビ,4孔,凹凸紋著しく,殻高は低い｡北海道南西

部から九州,朝鮮,中国北部- S495-C(1コ)

D N.siebaldiReeveメカイアワビ,4孔,外厨線がはり出し,まるみがある｡ 北海道南西

部から九州,朝鮮南部- KL623-b(1コ)

E SanbaliotisvariaL イボアナゴ,4孔,殻表は比較的高く,その上の螺肋上に症状結節

が不規則に出現｡本州南部からインド洋- S495-d (1コ)

F S.planatasoweby ヒラアナゴ,5孔,殻は低平, いぼ列は弱い｡ 屋久島以南- KL

623-C(1コ)

G Sanbaliotissp.,4孔,S495-e (1コ) 以上すべて Haliotiidaeミミガイ科

T原色日本貝類図鑑 p.6(1959)
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表1 石決明の基原と市場品 ( )内は個体数

A

B

C

D

E

F

G

Origin

SulculusversicolorReeve フクトコブシ

S. supertextaLischke トコブシ(ナガラメ)
NotohaliotisdiscusReeve クロアワビ

N. sieboldiReeve メカイアワビ

SanhaliotisvariaL イボアナゴ

S. panataSowerby ヒラアナゴ

S. sp.

Tttl)LLNo. S195 JtL-623

7

9

4

4

4

5

4

孝璽 '･蔚材学では HaliotisgiganteaGmelin マダカアワビ (メカイアワビは本種の特に殻高

の低いもの)および,H.ovinaGmelin(-OvinatisovinaL)マアナゴの2種だけを記載し

ているが,このデータからみれば属,種を問わず利用されると思われる｡ すなわちこれも肉を

食用にした残 りの殻を薬用としているので,市場および個体数が増加すれば,基原はもっと多

くなるであろう｡ あわび類の分煩についてはなお不明な点があ り,学名も文献によりまちまち

であるが,ここでは原色日本貝類図鑑 (1959年,改訂版),続原色本貝類図鑑 (1961),原色世

界貝類図鑑 Vol.I(1965)および Vol.ⅠⅠ(1966) を使用した｡ なおホンコソ市場品 HK196

石決 (1971年6月入手) は4個体あったが, いずれもB (トコブシ-ナガラメ型-) であっ

た ｡

異名 :真海決,1'夫海決,2'九孔石決明,飽魚売,2)光底海決,1'耳片売,1'毛底海決,2)飽魚片,2'

海決,飽貝,九孔螺,千里光,石決明,石願明,朱子房,生石灰,洋海決,海決明,海津殻,

海畔殻,海陣殻,閲海決,石決明殻,洋海決明,恨石決明,開海決明,懐奇令史,九孔決明,

生杵石決明,真海決石決

文蛤*(はまぐり類の殻)

重堅量 :A 熱加工 してないもの- KL624 蛤売(1)

B 熱加工 してあるもの- KL625 蛤売(2)

C 粉末となっているもの- K377 海蛤粉,K378 日蛤粉

茎昼 :K624は次の3種類からなる｡

A MeretrixlusoriaR6ding-マグリ,殻皮はうす く,卵三角形,殻項部はふ くらんでいる

- KL624-a (1コ)

B M.lyrataSowerby ミス-マグリ, 殻表･の彫刻が前半部だけにある｡ - KL624-b

(2コ)

C M.meretrixL タイワン-マグリ,ふ くらみは強 く,まるみがあり,殻表は黄白色で茶

1) 中節志で Haliotisdiversicolorisに対し｡
2) 中筋志で H.disciに対Lo
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かっ色の天/研状の模様がある｡- KL624-C (3コ) 以上 Veneridaeシロコガイ科)

孝撃 :薪材学では MeretrixmeretrixlusoraGwelin(-M･lusora)タイワン-マグリだけ

があげられているが,本生薬も牡鳩や石決明と同様に肉を食用とした残りの殻が利用されてい

ると考えられる｡

畢多 :花蛤,海蛤,蓑蛤,蛤売,海蛤売,自利売,青蛤売,河蛤売,海貝,蛤貝,酎蛤
真珠母*(あこやがい類の殻)

垂塑量 :S616 珍味母

重厚 :Pteria(Pinctada)martensiiDunker*ァコヤガイ→ PinctadafucataGouldべニコ

チョウガイ (Pteriidaeウグイスガイ科),本州中部以南,太平洋,インド洋

孝奉 :オ-ス トラ1)ア産 PinctadafucataGouldと本邦産の アコヤガイ, ベニコチ三ガイと

は全 く同種であるというのでべニコチョガイの学名を使ったほうがよいという記載がある｡

(続原色日本貝類図鑑,1961年)

異名 :珍殊母,明珠母,生珠,真珠貝

海螺蛸*(いか類の甲羅)

車型量 :S496,K379,Dj325 海蝶蛸,KL325 魚古

基昼 :SepiaesculenntaHoyle*コウイカ,S･subaculeataSasaki*ヵミナリイカ,S･hercules

Pilsbry*(-S.lalimanusコブシメ),S.andrenaSteenstrup*,SepiellamaindronideRo･

chebrune*のいずれかである｡ (Sepiolidae- Seplidaeコウイカ科)

孝黍_:骨だけでは種の同定はできないが, このような骨をもつ種はあまり多くなく,ほぼ上記

のものに限られてくる｡

襲名 :墨魚骨,烏賊骨,烏鋤骨,墨魚蓋,烏魚骨,自竜,海標,海僻,淡骨,柔骨,煮骨,明

案,烏賊甲,鳥捌,墨魚,煮魚,烏鮒魚,慣魚,烏賊魚,烏賊殻,海原消,海瓢梢,黒魚骨,

騰貴骨,娩烏骨,麿魚骨,仙頭海鰯,潮陽海鎖,海若自事小吏

海馬*(たつのおとしご頬)

頭単量 :S497,K380,KL628 海馬,KL627 日海馬

琴昼 :4品日中 K380とKL628は同種と思われ,結局3種となるo

A HippocampuskelloggiJordan& Snyder,中国名は克氏海馬- S497 海馬

ち H.cf.histrixKang.中国名は刺 海馬- K380,Kl.628 海馬

C H.trimaculatusLeach.中国名は三斑海馬- KL627 日海馬｡(Syngnathidaeタツノ

オ トシゴ科) (写真l A～C)

考奉 :中荊志や約材学には同属別種が記載されているので,同属であれば種を問わず,利用さ

れていると思われる｡

襲名 :友落子魚,水馬,対海馬,大海馬,小海馬,直海馬
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海竜*(たつのおとしご類) (写真1-D)

薄堤量 :S498,K381,KL629 海竜,KL630 白海竜

畢昼 :SolenognathushardwickiiGray(Syngnathidaeタ

ツノオ トシゴ科),中国名はjJ海竜 (中 綿志より)

考襲 :4市場晶はそれぞれ大きさが異なっているが,すべ

て同種と考えられる｡ 結材学では S.schlegeliKaup(細

海女)と S.acusL.の2種があげられているが,後者に

は尾びれがあり,やがら類に似ている｡

異名 ;岨海竜,楊枝魚,銭轟子

彰魚鯉 (さめ類のえら)

章琴量 :S524,KL660 彰魚触

基原 :Selachiiサ メ 日

登翠 :さめ叛は種類が多く,また多くの用途を持つ｡ すな

わち肉,ひれは食用に,皮は鞍皮および研磨用に,あるい

は細工物とされている｡ えらはいうならば廃物

利用と考えられる｡ 両市場のえらはいずれも類

白色で,ホンコソ市場品HK203膨魚鮒 (膨湖

写真2-A S524訪三魚 紙
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産) は黒色である｡ S524は2種類あり, うち1種aはKL660と同じものと思われる｡ (写

真2-A,B,C)

蝦墳干 (あかがえる煩の内臓を除去 した骨髄および皮肉)

車琴最 :S523 蝦娯干,K383 田難,KL662 軒膜干,KL663 怪奇里

峯昼 :4品目のうち S523とK382は同種と思われるので,結局3種ある｡

A RanalongicrusStejnegerナガアシアカガ-ル (Ranidaeアカガ-ル科),台湾- KL

663 怪杏里

本種は細長く,体長55mm,外鼻孔は眼より吻端に近い｡

B Ranasp.rl- S523,K382

C Ranasp.-2- KL662

孝黍 :Rana属は約250種あり,同定は極めて困難である｡

薪材学の喰士膜は RanachensinesisDavidsonの輸卵管である｡ 生薬としてほ輸卵管が正

晶で,あかがえる額から輸卵管およびその他の内臓を除いた皮肉および酷が廃物利用されたも

のが,ここにあげた市場晶ではなかろうか｡ とすれば生薬はすべて雌かも知れない｡いずれに

しても Rana属であれば種はいずれでもよいと思われる.

また輸卵管および卵巣からとった油を吟峡池という｡

異名 :蛤什蝿,田鶏,赤蛙,赤蝦暮,蝦士膜,喰士蝿,蛤司鳴

(輸卵管および卵巣に対する異名を除く)

蛇脱*(へび類の脱皮殻)

尊卑鼻 :S499 自走衣,K383 金竜衣,KL631 竜衣

奉昼 :Elaphespp･(Colubridaeへど科)

孝黍 :3市場晶はすべて異種である｡

S499の体鱗は23列で,基原となる可能性のある種およびそれらの分布は次の通りである｡

E.taeniurusCopeスジオ-ど,東南アジア,中国,台湾,朝鮮

E.carinataGuentherシュウダ,中国中南部,台湾

E.climacophoreBoieアオダイショウ,日本

E.schrenckiianomalaチョウセンナメラ,中国,朝鮮

KL631の体鱗は17列で,基原となる可能性のあるものは次の通りである｡

E.rufodorsataCantorコウライジムダリ,申国中,北部,朝鮮,シベリア

E.porphyraceaCantorべニナメラ,タイ北部,ビルマ,アッサム,中国南部

K383は既に形状を残さず,ばらばらになっているため不明｡

HK197毒蛇衣 (ホンコソ市場晶,中国南部産)は体鱗が21列で,Elaphesp.と思われる｡

異名 :蛇売,友退,hl子衣,友子皮,尤衣,蛇皮,蛇退,長中皮,青光皮,蛇退皮,局皮,舵
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衣,蛇符,蛇筋,蛇腿,蛇殻,竜衣,竜退,石竜衣,蛇退子,竜子皮,竜子衣,弓皮｡

斬蛇*(どく-び類?の内臓を除去した皮肉および骨髄)

串考量 :S525 製祈蛇,K384 祈蛇,Dj327 正祈蛇

茎昼 :Colubridae-ど科

S525とK384は同種でDj327は異種と思われる｡

孝襲 ‥生薬はすべて頭部 (区別点)を欠くため,種の同定は不可能であるが,形態および分布

から可能性のあるものをあげておく｡

A S525および K384の基原と思われるもの

1) ElapheporphyraceaCantorべニナメラ,中国南部, タイ北部, ビルマ, アッサム,ヒ

マラヤ東部,体鱗はなめらかで,17-19列｡

2) E.rufodorsataCantorコウライジムグリ,中国中部,北部,体はなめらかで17-21列

B Dj327の基原は全 く不明｡

紡材学によれば,斬蛇の基原としてAgkistrodonacutusGuentherヒヤッポダ(Viperidae,

クサ1)-ど科- Crotarinaeマムシ亜科)があげられている｡ この-びは体鱗が21-23列で,

しかもうろこに竜骨を備えているはずであるが,本生薬はこれに合致しない｡

斬蛇と次項で述べる白花蛇はしばしば混同されているが,断蛇は古くから記載されており,

白花蛇はその類縁生薬と思われるので,異名はなるべく断蛇の項目にまとめておく｡ ただし文

献により,特に白花蛇の異名として記載されているものはそのまま白花蛇の項目に掲げること

とする｡

堅名 :百歩蛇,白花蛇,五歩蛇,棋盤蛇

中綿志によれば斬蛇 (大白花蛇)と金銭白花蛇 (小白花蛇,金銭斬蛇)は区別され,白花蛇

としてまとめられている｡ 和漢薬名菓によれば Agkistrodon属を基原とする生薬名には3系

統あるが,それらは商品の形状によると思われる｡

1) 白花蛇- 白花,自蛇,花虫,花蛇,祈蛇,骨蛇,圭給蛇,齢蛇,斬蛇,正祈蛇,和白蛇,

紅骨蛇,寒鼻蛇一 一渦状で大形｡

2) 金銭蛇- 齢蛇,斬蛇,寒鼻蛇,金銭白花蛇一 渦状で小形｡

3) 反鼻- 峻蛇,TL八霜,地屈蛇,反鼻蛇,赤峻蛇,票峻蛇- 渦状でなく棒状が多い｡

白花蛇*(どく-び類の内臓を除去した皮肉および骨髄)

革琴量 :Dj326 正花蛇

基原 :Colubridae-ど科

孝肇 :紡材学では BungorusmulticinctusBlyth. アマガサ-ど(Elapidae, コブラ科-

Elapinae コブラ亜科) を基原とする｡ この-びは背面正中線上の鱗が六角形であることが特

徴となっているが,本生薬はこれに一致しない｡ また本生薬は体鱗がなめらかである｡ したが
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って Agkistrodon属にも合致しない｡

以上斬蛇,白花蛇とも基原は煩縁のものであったが,頭部を除去した生薬は賓偽生薬とみな

してよいのかも知れない｡

畢丞 :金銭白花蛇,小花蛇,金星地膳,斬蛇,案輿蛇,腹蛇,日本称反鼻蛇｡

蛤輪*(おおやもりの内臓を除去した骨髄および皮膚)

車琴董 '･KL632 蛤蛤

寒昼 :GeckogeckoL*ォォヤモリ(Geckonidaeヤモリ料),アジア南部に分布｡

孝峯 :ホンコソ市場品HK198蛤蛤 (北越産)は KL632より小型であった ｡

襲名 :蛤蟹,仙蜂,蛤蛤干,合介,借蜂,大蛤蛤,中蛤蛤,尾蛤蛤,南蛤蛤｡

漉魚肉 (わに叛の肉)

重墾量 :KL661 魅魚肉

些昼 :Crocodylidaeワニ科

孝空 :アジアに分布するものは次の3種であり,生薬としてはそのうちのどれかであろうo

1) CrocodilusporosusSchneiderカワグチワニ (インド,マレーシア,中国南部,フィ1)ッ

ピソ,オ-ス トラ1)ア北部,ニュ-ギニア, フイ-ジ-およびソロモン群島に分布)

2) C.palustrisLess.ヌマワニ (インド,マレ-シア,セイロンに分布)

3) AlligatorsinensisFauvelシナワニ (揚子江河流)

髄甲*(すっぽん頬の腹甲羅)

重塾量-･A 熱加工してないもの- S501 生別甲

B 熱加工してあるもの- S500,KL633 別甲,K385 秒架甲

茎昼 :Amyda(-Trionyx)sinensisWiegmann*(Trionychidaeスッポン料)インドシナ,

中国,台湾,朝酪 日本 (日本産は亜種｡T.S.japonicusスッポン)

考襲 :紡材学では用部は背甲と記載されているが,4苗場品とも腹甲であった｡

畢冬 :甲負売,li)魚売,Ld撒 意,水魚売, 団魚甲, 髄宝,髄売,髄芸子,脚負売,上甲,甲

負,王八芸子,土,黙乳甲,別角,神守,蟹甲,紫甲, 亀骨, 圏魚,士別甲,土亀甲,妙亀

甲,髄津甲,黒報衣,神守上甲,河泊従事,国魚甲,脚魚

亀板*(かめ類の腹甲羅)

苗場品:A 熱加工してないもの- S503 生亀板

B 熱加工してあるもの- S502,KL634 包板,K386 妙亀板,Dj328 妙八甲

基昼 :GeoclemysreveesiiGray*クサガメ (Testudinidaeカメ科)インド北部から中国全土,

台湾,朝鮮,日本｡

孝黍 :縮材学では用部は背甲および腹甲で, 上記基原に限らず 近縁のものを利用するという

が,市場晶はすべて同種で,しかも腹甲であった｡和漢薬名乗によれば背甲を亀甲,腹甲を亀
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板という｡

異名 :亀甲,抱泥板,元武板,敗亀板,泉鉄板,亀腹甲,島亀甲, 下甲, 烏亀板,神鼠 敗

将,亀骨,亀版,水亀甲,漏天機,玄衣,督郵,亀甲｡

難内金*(にわとりの砂嚢の内壁)

重畢量:A 熱加工 してないもの一一- KL637 滴内金

峯琴 :CallusdomesticusBrisson*ニ ワ ト1)(Phasianidaeキジ科)

襲名 ･･鶏肺皮,鶏針皮,鶏中金,化石胆, 化骨胆,鶏令子,鶏腺腫,鶏胃皮,鶏食皮,鶏牡

チ,鶏勝子,鶏灰皮,鶏内筋,鶏腰売,鶏脆子,鶏黄皮,胞腔,鶏腰皮,鶏腰殻,内金｡

刺謂皮*(はりねずみ類の皮膚)

革考量-S506,S507 網弼皮

些昼型塑 :ErinaceusamurensisamurensisSchrenck*ホクマソ-リネズミ(Erinaceidae,

ノ､リネズミ科)中国北部に分布｡

孝黍 ‥本生薬は黄白色環を有する暗かっ色の麻と,その間に純白色の麻が点在する｡ 全体に灰

かっ色で,棟の先端は除去されている｡ 本種に最も近縁の種は チ ョウセン-リネズミE.amul

rensiskoreensisMoriであるが, これは暗かっ色のかわりに褐自針を有するので,全体には

より白色が淡いと思われる｡

約材学には E.europaeusdealbatusSwinhoeも基原としてあげているが,これは純白針を

持たない種と思われる｡

異名 :毛刺皮,弼鼠皮,刺魚皮,倫瓜宙,倫瓜種皮,蛸皮,蛸鼠皮, 剃血児, 愉球子,刺鼠

皮,洞,洞鼠,蛸,毛刺,刺 皮,刺網,啄皮,菓皮,洞針,蛸巣,弼鼠,支那蛸,炎蛸皮,刺

消皮,虎鼠皮,蛸鼠皮,鼠屑皮,屑豚皮,黒服針,LL頗 鼠皮,蒙古刺洞,刺触皮｡

穿山甲*(せんざんこう類の鱗甲)

串墾晶:A 熱加工してないもの一一S509 生山甲,KL639 山甲

B 熱加工してあるもの---S508 穿山甲, K388 沙山甲, Dj330 川山甲, KL640 穿

山甲｡

甚原 :ManispelltadactylaSundevall* コミミセソザンコウ (Manidaeセンザンコウ科)杏

湾｡

考察 :動物図鑑では命名者は リンネである｡ 動物体の位置により,鱗の大きさが異なる｡ KL

639は大きく,S509は小さい(｡インド,セイロンには M.crassicaudataインドセンザソコウ

が分布するが,これも基原となる可能性がある｡

襲名 :鰻鯉,女鯉,石鮫鯉,山甲片,甲張,甲片,甲殊,山甲珠,灸甲片,甲片山甲,穿山甲

片,透石島,石鮫甲,陵鯉甲,綾鯉甲,帝鯉甲,連鯉毅甲,(特に加熱加工したものを山甲珠,
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沙山甲という)龍鯉

虎骨*(とらあるいは近縁動物の骨)

重埠重 :A 熱加工 してないもの-- KL644 虎骨

B 熱加工 してあるもの一一S53 虎骨,K392,Dj334 妙虎骨

峯昼 :FelistigrisslyaniPocok*- Pantheratigrisトラ (Felidaeネコ科)アジアに分布｡

孝撃 :約材学によ細 君 トラに 近縁の動物でもよいとい う̀記載がある. したが-,て Panthera

pardusヒョウ (アジア, アフリカに分布),Neofelisnebulosaウソピョウ (東南アジア),

Profelistemminckiゴールデンキャット(東南アジア),Zibethailurusviverrinusスナ ドリ

ネコ (東南アジア),Pardofelismarmorata マ-ブルキャット(インド, スマ トラ, ボルネ

オ),Prionailurusbengalensisヤマネコ (対馬,朝鮮からインド),Feliscatusネコ,Lynx

lynx オオヤマネコ (北半球)などネコ科の骨が基原とされることもあるだろう｡ またネコ科

のものだけでなく大型噛乳動物の骨が贋偽生薬となる可能性もあると考えられる｡

襲名 :虎腔骨,虎身骨,大虫骨,柑骨,威骨,鹿骨, 鹿骨, 支線骨, 李父骨, 李耳骨,伯都

骨,於兎骨,根兎骨,露犬骨,藁虎猫骨,虎腰骨は上肢骨 (上聯骨,擁骨,尺骨)および下肢骨

(大腿骨,腰骨,俳骨)をいうが,肋骨 (責肋骨,仮肋骨)と共に大きいものが上品である｡

虎威骨は椎骨のような小さいものをいう｡

虎牙 (とら類の歯牙)

箪単量 :KL665 虎牙 (写琵3)

基原 :虎骨に同じ｡

考襲 :入手したものは第5歯より奥の歯であ

った｡

虎爪 (とら類の爪)

重畢量 :KL666 虎爪 (写真3)

峯昼 :虎骨に同じ｡

考黍 :爪の形から前

肢のものであろう｡

虎鞭*(と ら類の

陰茎と等丸)

市琴量 :KL667虎

堰 (写真4)

寒昼 :鹿骨に同じo

菱峯 :大型ネコ科の

ものである｡

写真3 虎爪(左)と虎牙(右)
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襲名 :虎腎,開虎腎

蛇顛角 (いっか くの雄の門歯,厚い斜切片)

市琴晶 :KL674 蛇斯角

基原 :MonodonmonocerosL イッカク (Delphinidaeイルカ科),北大西洋｡

孝撃 :本生薬は飲片であるため,同定は困難であるが,他の角類と異なり,ホ-ロー質ないし

象牙質で,極めて硬 く,半透明である｡ 胸臆があり, らせん紋の一部が見られるので,一角と

判断したT｡

約材学によれば "蛇顛角"はインド産で,基原不明の獣類の角であるという｡

イ ツカクの雄の門歯は通常左側,稀に右側も発達して2歯になることがある｡雌にはない｡

異冬 :蛇角,一角,独角,巴阿多,ウニコウル｡

鹿筋*(しか 類の

4肢の内-健一,時

に蹄,骨などもつい

たままの もの が あ

る)

車畢量:A 蹄,骨

のついたもの- -K

394 鹿根 (写真5)

B 肉,腔を長さ約

2cmにカットしたも

の- KL669鹿根

1 J ~1 4 -1 ･■ , lq

写真5 鹿 根

プ▲ 二.ノ :.～.L

C 肉,擬をカットしたものをさらに熱加工 したもの- S527 鹿筋

基昼 :CervusnipponnipponTemminck*- CervusnipponTemminck シカ, 日本,中

国｡C.elaphusL アカシカ,アジア,ヨーロッパ

C.taiowanusBlythカロク,台湾

C.unicolor,スイロク,サソバー,東南アジア (Cervidaeシカ料)

考黍 :シカ叛ならば種を問わないようである｡

異名 :鹿脚 (前肢の掌骨以下,後肢の距骨以下で皮膚,筋肉,蹄を完全に具えたもの)

鹿角霜*(しか類の角から鹿角陽をとったあとの角)

市琴量 :A 熱加工してないもの- K393,KL645 鹿角霜,Dj335 鹿角双

B 熱加工してあるもの- S617 蝦鹿角霜.

基昼 :鹿筋に同じ｡

T薬局 8,(ll)1200('57)
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孝撃 :鹿角霜の表面は突起が縦に並んでいるから,角にまちがいないであろう｡

襲名 '･鹿角粉

鹿尾*(雌鹿の尾)

串琴串 :KL670 鹿尾把

基野 :鹿筋に同 じ｡

考察 :雌鹿とは限らず,雄鹿の尾も利用されるのではなかろうか｡

襲名 :古今薬物別名考によれば,鹿尾把の別名として鹿外腎,鹿鞭があげられているが,これ

は尾でなく陰茎と軍丸である｡

殆羊角*(れいよう類または水牛類の角)

重琴重 :S514 正玲羊,K395 玲羊角,Dj336 翰羊蹄

基原 :Bovidaeウシ科

孝賓 :絹材学には5属6種が記載されているが,そのいずれであるか,あるいはまた全 く別種

のものであるかの判断はつきかねる｡

正品は中央アジア, シベ リアおよび蒙古産の GazellagutturosePallasキスナ ヒツジ,

mongolianGazellaの角であるという†｡ 本種の角は長さ36-40cm, 基部は径9-12cmで,塞

部か ら先端に向かって約%まで,環状ないしらせん状の節があり,上端は節がなく,尖ってい

る｡

市場晶は薄い削品であるが, S514は別品と角の先端部分があり,先端が少し曲って尖って

いる状態は文献に一致する｡削 晶からだけ判断すれば3苗場晶は少しずつ異なっている｡ すな

わち S514は白色で後で述べるKL673日柱林と, K395は煩白色で,やや厚 く, Dj338犀角

林と見わけがつかない｡Dj336は白色でありが リボン様別品のほかに径約3cm,中央に穴のあ

る薄い斜切片が混入している｡ 高橋らは犀角などの鑑定に表面のルーペ祝による模様†の相違

を記載 しているが,玲羊角についてはこの方面からの記載がない｡

和漢英名嚢によれば,玲羊角の贋偽生薬として水牛角, 山羊角 (かもしかの角),牛角,水

牛蹄,牛蹄,馬蹄,象牙,鯨骨,水牛骨,牛骨,馬骨などをあげている｡

以上のデータからS514正玲羊とDj336玲羊蹄は GazellagutturosaPallas と推定される

が, K395玲羊角は水牛角ではないかと考えられる｡ 水牛角の特徴は横断面において同心円状

の模様を墨することであるが, K395はやや厚い縦削晶であるため, これを確認することがで

きない｡次にいわゆる玲羊類で,それ らの角が玲羊角と称される可能性のあるものをあげてお

く｡ これ らは類線生薬とされるべきものである｡ ( )内は分布｡

1) Antilopecervicapraブ ラ ックバ ック,(イソド)

T薬局 9,(2)174-5('58)
T薬局 8,(ll)1198-1200('57)
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2) Gazellasubgutturosa*コウジョウセンガゼル,(アジア中部から西部)

3) Procaprapicticaudata*チベットガゼル,(チベットからモソゴ-ル)

4) Pantholopshodgoni*チルー,(チベット)

5) Saigatatarica*(モンゴルからカフカス)

6) Naemorhaedusgoralgoral*ゴーラル,(ヒマラヤ)

7) N.caudatusオナガゴーラル,チョウセソカモシカ,(東アジア)

8) Capricornissumatrensisシーp-,(カシミールから中国,スマ トラ)

9) C.swinhoeiタイワンカモシカ,(台湾)

10) Budarcastaxicolarタ-キン,(ブータン,ビルマ,中国西北部)

ll) Tetracerusquadricornisヨツツノレイヨウ,(アジア)

なおシソガポ-ルの薬店において薄削晶を製するには, スライ ドグラスのようなガラス片を

割って新しい切口でもって角をけずっていた｡

異名 :玲羊角尖,空角,堀角,糟羊角, 療羊角,九尾羊角,尖玲羊角, 片玲羊角,療羊,族

辛,九尾羊｡

殆羊骨 (大型動物の骨)

串考量 :KL646 玲羊骨 .

寒原 :Bovidaeウシ科,前述の玲羊角を参照｡

考察 :比較的小さい骨のかなり厚い削晶であるが,名称どうりのものかどうか判断不可能｡

克柱綿 (うし科の角の削晶)

市埠甚 :KL672 克柱総

革昼 :Bossp･(Bovidaeウシ科)

孝黍 :本生薬は淡紫かっ色の1)ボン状であり, K397犀角林とは区別できない｡

和漢薬名菓の黒酢と推定される｡ 黒綿の基原はウシBostaurusLγardomesticusGmelin

またはスイギュウ BosbubalisL.の角である｡

異名 :黒櫓

白柱緑 (うし科の角の削品)

車型量 :KL673 日柱経

基昼 :Bossp･(Bovidaeウシ科)

考襲 :本生薬は白色のうすい縦削晶である｡ 質は均一で縦紋のみからなり,多孔質でないから

骨でなく,角と思われる｡

和漢薬名菓の自櫓と推定される｡ 白棒の基原は黒林と同様にウシまたはスイギュウの角ある

いは骨である｡ しかしこの場合は角である｡

異名 :自林

520



新田･吉田･小島 :東南アジアにおける生薬の比較研究 (第Ⅶ報)

犀角*(さい類またはうし科の角の削品)

市琴晶 :K397,Dj338 犀角飾

草原 :Rhinocerotidaeサイ科,または Bovidaeウシ科

孝黍 :K397は淡紫かっ色,Dj338は類白色のうすい縦削片で,いずれも縦細紋がある.

文献Tによれば島犀角は RhinocerasunicornisL.インドサイ,および R.sondaicusDes一

marestジャワサイなど一角犀を基原L,薄片をルーペ祝すれば中心に円孔のある半透明の多

角円形体の集合からなり,その相接する周辺部は淡かっ色ないし淡黒かっ色を望し,色調が濃

い｡また水犀角は R.bicornisL.→ DicerosbicornisL.クロサイ,アフリカ産,および R.

(-Dicerorhinus)sumatrensisCuvierスマ トラニカクサイなど二角犀を基原とし, その薄片

は多角状円形体で,その周辺部が最も著 しく濃色であり,問質郡はかえって淡明である｡ しか

も円形体の中心には厚膜の髄鞘に囲まれた髄瞳が認められるとい う ｡ 一方類似生薬である水牛

角は同心円状の濃淡の層からなり,犀角類の紋様は認められないとい う ｡ 本生薬は縦削晶であ

るため紋様は認め難いけれどもK397犀角林とKL672克柱林が,またDj338犀角練とK395

玲羊角が, さらに S514正玲犀 とKL673日柱林が見わけがつかないほど似ているという点

で,れいよう類と水牛または牛の角の構造がよく似ており,それは犀角とは遮っているという

こと,および収集した市場晶は貢の犀角ではなくて,牛角または水牛角ではないかと考えられ

る｡ なおここではひとまず生薬名にしたがって項目別としたが,生薬の性状から整理すれば次

のようになる｡

表2 角類の各市場品の生薬名と性状の関係

514 白色,リボン状
の縦薄削晶

395 類白色,やや厚
い縦削晶

336

犀 角 林

白色りボシ状と
径約3cmの薄い斜

._ ___ 切J1

673 白色･リボン町

397 淡紫かっ色,リ
ボン状の縦薄削晶

338 類白色,やや厚
い縦削品

克 柱 林

672 淡紫かっ色,リ
ボン状の縦薄削品

襲名 :犀牛角,香犀角,天馬角,柱角,児角,｢角,遇夢角,児,私 奴角,凹角,低密,特

犀,昆沙撃,枇沙,犀撃角尖,磨犀角,犀角片,犀角尿,夜明犀,骨咽犀,公犀角,母犀角,

濁伽角,自犀角片,二黒犀角片,声花犀角片,黒頭犀角片,烏犀角の異名は次の通り,烏犀,

正西角,火犀角,本犀角,正犀角,黒犀角,正大犀角,正犀角片

犀牛皮*(さい類または水牛の皮膚)

で薬局 8,(ll)1198-1200('57)
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車琴量 :S519,KL648 犀牛皮,K398 西牛皮,KL671 正犀角皮

重厚 :Rhinocerotidaeサイ科または Bovidaeウシ科)

考襲 :市場品中には2種類あると思われる｡ すなわち S519とKL671が同じ K398とKL

648が同じであるが, これは種のちがいか,または体の部分のちがいかは判断できない｡犀牛

皮は犀角より入手が容易であると思われるので,本生薬は一角犀または二角犀の皮膚か,ある

いは水牛皮かも知れない｡

象牙 (ぞう類の長大な門歯の層)

声琴晶_:S518 象牙片,KL675 象牙林

草昼 :ElephasmaximusL･インドゾウまたは LoxodontaafricanusBlumenbachアフリカ

ゾウ

孝黍 :インドゾウには4変種があるが,だいたいインドあるいはマレ←地方産である｡

異名 :象牙暦

象皮*(ぞう類の皮膚)

串単量 :S516 象皮桝,K399 象皮 (正象鼻)

重厚 :象牙に同じ｡

襲名 :印度象皮,生象皮,伽郎

紫河車*(ひとの胎盤)

章琴量 :KL651 紫河車

重昼 :HomosapiensL.ヒト(Hominidaeヒト科)

登蜜 :入手したものはクアラルンプールであるが,調査したクチンおよびシンガポールの桁行

にも売っていた｡

異名 :人胞,包衣,胎盤,京河車,温河車,杜河革,胎胞,胞衣,胎衣,人胎,河事,胞屋,

白河率,草河率,仙人衣,混沌衣,混元母,沸架裟,鮮胞衣

血余*(人髪の炭化物)

垂単量 :S517 血飴,KL650 血飴炭

峯昼 :Homosapiensh.ヒト(Hominidae)

考察 :確認する方法はないが,原料が豊富に得られるので,文献通りの基原と思って間違いは

ないだろう｡

襲名 :髪灰,血余炭,乱髪炭,尖髪炭,人髪炭,人退,乱髪,乱髪霜
I

あ わ り に

前報と本報の2報にわたって,東南アジアにおける4市場 (シンガポール,クチソ,クアラ

ルンプールおよびジャカルタ)の動物性生薬について,基原を比較検討し終えたが,総括する
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と,

(1) 縮材学や中綿志に全く記載されていない生薬があった｡すなわち,自蚕衣,油虫珠,宋公

両,自鴻尿,鳩血纂膏,猪血,山羊血,男児血,禾虫干,羊天雷,蝦峡干 (あかがえる塀の乾

燥体),影魚鮒,鰯魚肉,蛇街角,などである｡ これらのうちで,本草綱目に全く記載のなか

ったものは,影魚鰹,健魚肉,油虫珠などで,そのほかは名称が違ってはいても何らかの記載

があった｡例えば蛇顕角は蛇角として,湖州産,禾虫干は禾轟としてヰ1国南部沿海各地の水田

の稲の根からとるとか,諸血として獣類の血があり,羊天雷という名称は使っていないが,ふ

んこがね櫛の虫体に関する記載がある｡ またさめ類は肉,皮およびひれの記載がみられる｡

さて全 く記載のなかったものはすべて中国南部で得られるものであるから, これらは中国南

部の民間薬ではなかろうか｡

また中国人は廃物利用の天才とも考えられる｡ 牡嘱,文蛤,石決明,海原蛸,彰魚鮫,蝦峡

千,べっ甲,蚕砂や自蔑蚕,凝固血液類,紫河車,血余,鶏内金や鶏蚕売,鹿角,鹿筋,鹿尾

把,虎牙,虎爪など,それらの動物体を一度利用したあとの残りのものである.

(2) 実際の生薬が文献に記載されている基原と相違していることがあった｡推車,羊天雷,-

び類など｡

なお羊天雷という生薬名は未だ文献では見ていないので,今回が最初ではなかろうか｡

(3) 1ロットの中でも種が混合している場合があった｡石決明,文蛤,桑標楯など｡

以上の事実から動物性生薬は植物性生薬とは異なり,いわゆる分類学的に種を決定すること

にあまり意味がないように思われる｡ つまり植物における形態的特徴は種と結びつき,それに

ょって使いわけられているものが多かったのに対し,動物ではある特別の標徴を持っていれば

すべて同一名で呼称され,同用途に使われてきたとみなされる｡ すなわち動物において同類性

が属あるいは科 レベルで (時に日レベルで)保たれているということである｡ そして経験的に

是認されているけれども,成分に関する研究およびそれらの薬効のメカニズムが解明された時

に始めて,そういったレベルでも支障がないという証明がされるであろう｡
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